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1年をチェック !
９月
定例会

　
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
１
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で

の
24
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
や
令
和
７
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）な
ど
の
17
議
案
が
提
出
さ
れ
、同
意・

可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
９
人
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

57億5,413万円

1,140万円

1 町税
財政
POINT

4 ふるさと納税
財政
POINT

　個人町民税は、定額減税の影響などにより大きく減収となったほか、
一部企業の収益悪化に伴う法人町民税も減収したことにより、全体とし
て５年度に比べ 1.9％減。収納率は、97.7％。

町税の割合

企業版

3,957万円
個人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

47 33 7 6 5 2

法人町民税 都市計画税

たばこ税
軽自動車税

 町税の収納率が上昇しているが、収納率を向
上させた取組は。
現年度分を優先した納税交渉、年度内の完納を

徹底し、分割納付を実行した。また、預金口座の
差押えに加え、令和６年度は、給与収入、生命保
険等の財産調査を徹底した。結果、差押えに至る
前に滞納者や勤務先と連絡が取れて、納税交渉を
することができた。

Q  今後に向けた取組は。
令和7年度は、県職員

の短期派遣制度を活用し、
執行停止の早期判断などに助言をもらい効率的な滞
納処分を進めていく。外国人の滞納者には封筒に二
次元コードを貼り付け、５言語に対応した催告書を
送付する。

Q

A

企業版ふるさと納税やふるさと納税など、明確
な目標を掲げて財源の確保に取り組む必要がある
が、町の考えは。
企業版ふるさと納税では、令和4年度より、業務

支援業者と連携し、県内外の約1,000社の企業へ町
の紹介パンフレットを発送している。また、令和 6
年度は、国際交流やホームステイなど多文化共生を
ＰＲし、子供たちへの寄附に注力した。

　町民が他市町にふるさと納税をすると個人町民税
が控除され、町は、ふるさと納税で寄附してもらう
額よりも控除される額が大きく、差し引き減収と
なっている。

Q

A

A

1,000

0

（万円）

R4 R5 R6

町に寄附されたふるさと納税
町外へ流出した法人住民税（控除額）

1,060

946
169 193

1,070 1,140
企業版ふるさと納税寄附額の比較

10,000

5,000

0

（万円）

R4 R5 R6

町に寄附されたふるさと納税
町外へ流出した個人住民税（控除額）

2,304

6,476

3,260
3,957

ふるさと納税寄附額の比較

7,245 8,428

固定資産税 個人町民税
詳しくは

広報しみず11月号を

町のお金の
令和 6年度 一般会計決算

123億8,665万円

物価高騰対策
2 交付金

財政
POINT

3 町債
財政
POINT

主な使い道
〇定額減税調整給付金 ２億 4,349 万円
〇学校給食食材費高騰補填 2,219 万円
〇学校施設光熱水費 1,258 万円
〇非課税世帯臨時給付金 7,213 万円
　

　町債とは、町が道路、学校をつくるなど、お金
が必要なときに、資金を調達するため国や銀行な
どから借入れる借金のこと。南小学校北校舎改築、
西間門新谷線整備（堂庭）などの財源として借り
入れた。

町債の推移

会　計　名 歳　　入 歳　　出

会　計　名

下　水　道　事　業
収益的収入・支出

資本的収入・支出

科　目　名 収　入　決　算　額 支　出　決　算　額

１２３億８,６６5万円

２６９万円

２７億８,５７３万円

２４億８,９９０万円

５億１,９２2万円

９億８,６４７万円

１１億９,９９９万円

９億４,０１3万円

１３億３,７６8万円

１２７億４,７１４万円

２６９万円

２８億３,７２5万円

２６億５,５７3万円

５億４,００６万円

土 地 取 得

国民健康保険事業

介 護 保 険 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

一 　 般 　 会 　 計

特
別
会
計

借入額 年度末借入残高

一般会計・特別会計

公営企業会計 

決算の状況

4億8,903万円 7億4,437万円

R4 R5 R6

861,438

49,690 43,103 74,437

813,057 800,422
500,000

0

（万円）

保護者負担を上げることなく給食の質を維持
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詳しくは
広報しみず11月号を

町のお金の
令和 6年度 一般会計決算
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物価高騰対策
2 交付金
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　町債とは、町が道路、学校をつくるなど、お金
が必要なときに、資金を調達するため国や銀行な
どから借入れる借金のこと。南小学校北校舎改築、
西間門新谷線整備（堂庭）などの財源として借り
入れた。

町債の推移
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計

借入額 年度末借入残高

一般会計・特別会計

公営企業会計 

決算の状況
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一般会計決算

保育士不足の対策は
 保育士が足りず定員まで子供の受入れができな

い状況だが、対策は。
これまで９月に行ってきた採用試験を７月に早

めた。ハローワークでの説明会、人材バンクの活用、
人材派遣会社の利用、ＳＮＳの活用、大学や専門学
校等へ訪問している。

Q

A

ゆうすいポイントの効果は
 地域経済、特に中小店舗の活性化を図る目的に

対してゆうすいポイントの効果は。
令和６年度は物価高に対応したキャンペーンはな

かったが、全体的に購買活動の指標である年度使用
ポイントや加盟店発行ポイントとともに増加傾向にあ
ることから、地域経済の活性化につながっている。

Q

A

笑街健幸のために
 まち歩きアプリと健幸マイレージの今後の展開は。
健幸マイレージは、まち歩きアプリを利用でき

ない方の補完として続け、アプリの利用者へもふじ
のくにいきいきカードの発行ができるような連携方
法を検討していきたい。

Q
A

移住促進の成果は
 若者世代関係人口創出・移住促進等の成果とし

て、関係人口の創出、移住者があったのか。
東京で開催されたイベントに参加した大学生が、

就職と移住を検討していると相談があったほか、移
住された方が、週末に「わくら柿田川」でアルバイ
トをしており、平日は、ボランティアとして観光案
内所の運営をサポートしている。

Q

A

子供たちの笑顔のために保育士の充実を

アニメを通して地域とつながる
（観光案内所で活躍する芦刈さん）

平成 28年から始まったゆうすいポイント
カードとアプリで利用できる

まち歩きアプリ（町事業）

健康行動によるポイントを貯
めるとカードが発行され店舗
で特典が得られるマイレージ
（県事業）

避難所研修の活用を
 自主防災会、町職員を対象に実施した避難所研

修をどう生かすのか。
感染症対策やエコノミー症候群の防止、女性に

配慮したスペースなどの研修をグループワークで
行った。10 月の会場型訓練で、避難所運営を実践
していく。

Q

A

米不足の対応は
 米の増産体制は図れるのか。
田の面積は、後継者不足や市街化が進み、毎年

減少している。増産、市場に回すことは難しいが、
高温に強い品種や比較的収量が期待できる品種への
転換などの新しい情報をＪＡなどと協力し、農家への
発信に努めていく。

増加する教育相談
 近年増えている相談内容と要因は。
発達・障害に関しては、特別支援学級などの就学

の相談、不登校に関しては教育支援センター（かわ
せみ教室）への通級の相談が多くあった。
　子供たちの個々の特性に保護者の不安・悩みが増
えていること、不登校の子供たちが増えていること
が要因と推察する。

Q
A

Q
A

学童保育の満足度は
 利用者の満足度調査の結果と課題は。
利用のしやすさ、雰囲気、支援員の対応などに

ついて、88.8％の利用者に良好であるとされた。
　課題では、学童保育での宿題の扱い、夏休み中の
給食の関係、服装に意見があった。対応可能なもの
は、対応していきたい。

Q
A

10R4

R5

R6

0

その他

50 100 150 200 250 300 （人）

45 50 23

177 84 46

1152 98 37

幼稚園 小学生

教育相談の推移

中学生 さらなる満足度の向上を
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配慮したスペースなどの研修をグループワークで
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転換などの新しい情報をＪＡなどと協力し、農家への
発信に努めていく。
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 近年増えている相談内容と要因は。
発達・障害に関しては、特別支援学級などの就学

の相談、不登校に関しては教育支援センター（かわ
せみ教室）への通級の相談が多くあった。
　子供たちの個々の特性に保護者の不安・悩みが増
えていること、不登校の子供たちが増えていること
が要因と推察する。
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A
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 利用者の満足度調査の結果と課題は。
利用のしやすさ、雰囲気、支援員の対応などに
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　課題では、学童保育での宿題の扱い、夏休み中の
給食の関係、服装に意見があった。対応可能なもの
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反対
です

賛成
です

　町民の負担を和らげるための物価高対
策などが図られていた。定額減税調整給
付金や住民税非課税世帯への臨時給付金

の実施、玉川卸団地線周辺地区の現況測量等、内水・
浸水想定区域図作成など、町の生活基盤を支える施
策が積極的に進められている。
　健全化判断比率から、適正で無駄のない安定した
財政運営を行った結果と評価できる。
　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 （野田　敏彦 議員）

　ふるさと納税は、取り組めば取り組む
ほど返礼品競争が白熱化し、自治体の格
差が広がり、税金が手数料や返礼品とし

て消えてしまう。本来の趣旨から離れてしまってい
る中で、結果として減収になっている。
　また、保育士不足も解消できていない。今や約半
分が会計年度任用職員となっている。不安定な就労
環境では、子供たちの未来を見据えた関わりができ
るはずもない。　
　　　　　　　　　　　　   　（森野　夏歩 議員）

討論 令和 6年度一般会計決算

無駄のない財政運営無駄のない財政運営 保育士不足の解消を保育士不足の解消を
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反対
です

反対
です

賛成
です

賛成
です

　医療給付費を抑制するため、特定健康

　必要なサービスを提供しながら、地域

　町でも国保加入者が減り、税収も減収

　訪問介護の報酬が下げられたことは、

診査や特定保健指導をはじめ、人間ドックの助成な
どの保健事業を実施し、町民の健康維持・向上に努
めるなど、健全に運営されている。
　　　　　　　　　　　　　　 （向笠　達也 議員）

包括ケアシステムを構築するため、医療との連携強
化や地域の認知症ケア支援体制の構築を図っている
ことを評価する。
　　　　　　　　　　　　　　 （海野　豊彦 議員）

となっているが、療養費は減少傾向となっていない。　
　高額療養費が適用になる疾患は、治癒が難しいお
金がかかる疾患であるが、検診の受診率は上がって
いない。　　   　　　　　　　 （吉川　清里 議員）

居宅介護に必要なサービス事業者を経営難に追い込
むものである。
　保険料を払っているのに、サービスが受けられな
いとすれば払う意味がない。　 （吉川　清里 議員）

討論

討論

令和 6年度国民健康保険事業特別会計決算

令和 6年度介護保険事業特別会計決算

町民の健康維持・向上に努めた町民の健康維持・向上に努めた

高齢者や家族を支える介護保険高齢者や家族を支える介護保険

国全体の国保の在り方が問題国全体の国保の在り方が問題

国の介護報酬切り下げに反対国の介護報酬切り下げに反対

　  高額療養費の該当が多かった
疾患は。

　  入院及び外来で 10 万点以上
のレセプト 243 件の分析では、
上位は白血病、肺がん、腎臓病
となっている。

（レセプト 1 点＝ 10円）

　  成果が出ていると思われる介護
予防事業は。

　  介護予防訪問型サービス、介護
予防通所型サービス、委託型介護予
防教室や運動グループ育成事業の
支援を行い、高齢者の機能回復や運
動機能向上が図られ、介護予防につ
ながっている。

Q

Q

A

A

特別会計決算

介護予防の成果は

国保加入者減る中

町の健康を守る
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こども誰でも通園制度こども誰でも通園制度こども誰でも通園制度

整備始まる整備始まる整備始まる
条例・その他

条
例
制
定

　
　
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）

の
開
始
は
い
つ
か
。
対
象
年

齢
は
。

　
　
令
和
８
年
４
月
１
日
か

ら
。
対
象
は
、
幼
稚
園
・
保

育
所
等
を
利
用
し
て
い
な

い
６
か
月
か
ら
３
歳
未
満

ま
で
の
子
供
で
あ
る
。

　
　
一
時
保
育
と
の
違
い
は
。

　
　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
は
、
理
由
を
問
わ
ず
利

用
で
き
る
一
方
、
一
時
保

育
は
、
保
護
者
の
疾
病
や

冠
婚
葬
祭
等
で
一
時
的
に

育
児
が
困
難
に
な
っ
た
場

合
に
未
就
学
児
を
預
か
る

制
度
で
あ
る
。

　
　
民
間
事
業
者
に
は
、
制

度
や
運
用
基
準
を
ど
の
よ
う

に
周
知
、
説
明
等
を
す
る
の

か
。
事
業
者
が
応
募
し
な
い

場
合
、
町
の
利
用
希
望
者
に

ど
の
よ
う
に
応
え
る
の
か
。

　
　
国
か
ら
運
営
基
準
等
が

問問問 答答答 乳
児
等

通
園
支
援
事
業

示
さ
れ
た
後
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
周
知
し

た
い
。
民
間
事
業
者
か
ら
実

施
の
意
向
が
あ
っ
た
場
合
、

随
時
対
応
し
た
い
。

　
事
業
者
か
ら
応
募
が
な
い

場
合
に
備
え
、
町
立
南
保
育

所
で
実
施
す
る
た
め
の
準
備

を
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
制
度
を
南
保
育
所

で
行
う
場
合
、
新
た
に
保
育

士
を
雇
用
す
る
の
か
。

　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

加
配
で
対
応
す
る
ほ
か
、
幼

稚
園
の
再
編
に
伴
う
余
剰
人

員
の
配
置
換
え
を
検
討
し
て

い
る
。

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
】

　

富と
み
お
か岡 

伸の
ぶ
ひ
ろ浩
氏（
長
沢
）を

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
た
。

【
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
】

　
半は
ん
だ田 

昭あ
き
ひ
ろ博 

氏（
柿
田
）を

教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
た
。

令和 7 年第３回定例会審査結果令和 7 年第３回定例会審査結果

固定資産評価審査委員の選任
教育委員の任命
乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部
を改正する条例
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
令和７年度一般会計補正予算（第２回）
令和７年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２回）
令和７年度介護保険事業特別会計補正予算（第２回）
令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）
令和６年度一般会計歳入歳出決算
令和６年度土地取得特別会計歳入歳出決算
令和６年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
令和６年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算
令和６年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
令和６年度下水道事業会計決算
令和７年度西間門新谷線第7-2 工区舗装改築工事（交付金）の請負契
約の締結

〇
〇
●

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
●
〇
●
●
●
〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇
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〇
〇
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〇
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-
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-

-
-
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-
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同意
同意
可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
認定
認定
認定
認定
認定
認定

可決

議         　　　 案

佐
野
俊
光

吉
川
清
里

松
浦
俊
介

大
濱
博
史

松
下
尚
美

花
堂
晴
美

飯
田
安
雄

向
笠
達
也

野
田
敏
彦

寺
島
俊
郎

田

代

稔

海
野
豊
彦

森
野
夏
歩

審
議
結
果

〇 賛成、 ●は反対、議長は議事を行うため、賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ裁決します。

（
議
長
）

問答人

事
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9人が町政を問う9人が町政を問う9人が町政を問う
「一般質問」とは、行財政全般にわたる議員主導による政策の議論です。

町
が
活
力
を
維
持
す
る
た
め
の
施
策
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
尽
力
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
問

　
少
子
化
が
進
行
す
る
中
、

学
校
教
育
の
質
の
維
持
・
向

上
を
図
る
方
策
や
後
期
基
本

計
画
に
お
け
る
教
育
の
位
置

付
け
と
定
住
促
進
、
子
育
て

施
策
と
の
連
携
を
問
う
。

　
　

町
の
２
０
２
４
年
度
の

日
本
人
の
出
生
数
と
２
０
０

４
年
を
起
点
と
し
た
20
年
間

の
減
少
率
、
今
後
の
児
童
生

徒
数
の
推
移
と
見
通
し
は
。

　

  （
住
民
課
長
） 

２
０
２
４

年
度
の
出
生
数
は
、
１
７
６

人
、
減
少
率
は
、
２
０
０
４

年
度
か
ら
２
０
２
４
年
度
ま

で
の
20
年
間
で
50
・
１
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。

（
教
育
総
務
課
長
） 

国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
推
計
値
に
よ
る
と
町
の
15

質問者の動画が
見られます　

地域と学校がつくる子供たちの未来

大
お お は ま

濱 博
ひ ろ し

史

答 問

歳
未
満
の
年
少
人
口
は
、
今

後
10
年
で
３
３
９
７
人
か
ら

２
７
０
１
人
に
な
る
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。
児
童
生
徒
数

は
、
今
後
も
減
少
し
て
い
く

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　

少
子
化
が
町
の
教
育
行

政
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
、
町
の
認
識
は
。

　

  （
教
育
長
） 

子
供
た
ち
の

教
育
環
境
の
確
保
を
第
一
に
、

教
育
行
政
、
特
に
学
校
の
維

持
運
営
に
関
し
、
多
面
的
、

多
角
的
に
、
長
期
的
視
野
に

立
っ
て
対
応
策
の
検
討
を
進

め
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

　
　

町
が
進
め
て
い
る
柔
軟

な
教
育
環
境
の
進
捗
状
況
と

課
題
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
多
様
な
支

援
や
特
別
支
援
教
育
の
充

実
、
外
国
籍
児
童
生
徒
へ
の

対
応
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進

な
ど
、
子
供
た
ち
の
実
態
を

把
握
し
な
が
ら
実
情
に
合
わ

せ
た
支
援
体
制
を
整
え
て
い

る
。
ま
た
、
人
材
の
育
成
と

雇
用
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進

な
ど
の
予
算
の
確
保
が
課
題

で
あ
る
。

　
　

少
子
化
の
影
響
か
ら
小

中
学
校
の
再
編
な
ど
を
検
討

す
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

現
状

で
は
、
検
討
す
る
段
階
に
は

な
い
と
考
え
る
。
教
育
の
効

果
、
地
域
社
会
へ
の
影
響
、

町
の
財
政
状
況
、
通
学
時
の

安
全
確
保
等
、
様
々
な
検
討

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
　

後
期
基
本
計
画
に
お
け

る
学
校
教
育
の
位
置
付
け
と

方
向
性
は
。

　

  （
教
育
長
） 

後
期
基
本
計

画
の
策
定
に
併
せ
、
町
の
教

育
の
基
本
理
念
や
基
本
目
標

を
示
す
第
３
期
教
育
大
綱
の

策
定
を
進
め
て
い
る
。

　
価
値
観
が
多
様
化
、
複
雑

化
す
る
中
で
も
自
ら
を
見
失

う
こ
と
が
な
い
よ
う
な
子
供

た
ち
を
育
て
る
と
と
も
に
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教
育

を
進
め
た
い
。

　
　

町
が
活
力
を
維
持
す
る

た
め
の
施
策
と
し
て
、
後
期

基
本
計
画
に
は
、
定
住
促
進

や
子
育
て
施
策
等
、
ど
の
よ

う
に
位
置
付
け
、
学
校
教
育

と
連
携
の
強
化
に
つ
な
げ
て

い
く
の
か
。

　

  （
町
長
） 

基
本
目
標
で
あ

る
「
子
供
の
成
長
や
学
び
を

地
域
全
体
で
支
え
る
ま
ち

へ
」
の
下
、
一
人
一
人
が
輝

け
る
「
く
ら
し
や
す
さ
で
未

来
を
と
も
に
つ
く
る
ま
ち
・

清
水
町
」
の
実
現
に
向
け
尽

力
し
て
い
く
。

答

答

答

答

答 問

問

問

問

問
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高
齢
者
・
子
育
て
世
代
・

外
国
籍
住
民
な
ど
多
様
な
町

民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

窓
口
づ
く
り
に
向
け
た
、
町

民
目
線
の
改
善
方
針
と
今
後

の
取
組
を
問
う
。

　
　

住
民
の
不
安
に
寄
り
添

い
、
適
切
な
部
署
へ
つ
な
ぐ

案
内
役
の
配
置
は
安
心
に
つ

な
が
る
。
町
と
し
て
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
的
な
人
材
配
置

の
考
え
は
。

　

  （
住
民
課
長
） 

住
民
課
の

総
合
窓
口
で
適
切
な
案
内
が

行
わ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

お
り
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
的

な
人
材
配
置
は
考
え
て
い
な

い
。

窓
口
案
内
役
配
置
の
考
え
は

住
民
課
が
総
合
窓
口
と
し
て
対
応

答
問

質問者の動画が
見られます

裾野市役所の市民目線の窓口対応を参考に
頼れる窓口の実現を

一 般 質 問

松
ま つ し た

下 尚
な お み

美
　
　

高
齢
者
に
配
慮
し
た
具

体
的
な
対
応
策
は
実
施
さ
れ

て
い
る
か
。

　

  （
総
務
課
長
） 

大
き
な
文

字
の
記
載
や
丁
寧
な
説
明
を

心
が
け
、
ス
ム
ー
ズ
な
対
応

に
努
め
て
い
る
。ま
た
、座
っ

て
申
請
で
き
る
ロ
ー
カ
ウ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。

　
　

子
育
て
世
代
へ
の
配
慮

と
し
て
、
乳
幼
児
連
れ
で
も

安
心
し
て
相
談
で
き
る
環
境

（
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
、ベ
ビ
ー

カ
ー
、
授
乳
室
な
ど
）
の
整

備
状
況
は
。

　

  （
総
務
課
長
） 

こ
ど
も
未

来
課
で
は
、
乳
幼
児
連
れ
の

来
庁
者
に
配
慮
し
、
キ
ッ
ズ

ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
る
。

１
階
の
相
談
室
兼
授
乳
室
に

は
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
を
設
置
し
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
専
用
ス
ペ
ー
ス

は
な
い
が
、
職
員
が
そ
の
場

で
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

　
　

外
国
籍
住
民
へ
の
対
応

と
し
て
、
や
さ
し
い
日
本
語

や
多
言
語
表
記
、
多
言
語
対

応
職
員
の
配
置
な
ど
の
取
組

状
況
は
。

　

  （
総
務
課
長
） 

や
さ
し
い

日
本
語
や
多
言
語
を
活
用
し

た
防
災
ガ
イ
ド
等
を
作
成

し
、
分
か
り
や
す
い
情
報
提

供
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

月
２
回
、
ス
ペ
イ
ン
語
・
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
・
英
語
の
通
訳

に
よ
る
生
活
相
談
を
実
施
。

窓
口
対
応
は
翻
訳
機
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
に
よ

り
円
滑
に
行
わ
れ
て
お
り
、

多
言
語
対
応
職
員
の
配
置
は

予
定
し
て
い
な
い
。

　
　

相
談
専
用
ブ
ー
ス
の
設

置
、
予
約
制
の
個
別
対
応
、

デ
ジ
タ
ル
案
内
ツ
ー
ル
の
導

入
な
ど
、
住
民
の
利
便
性
と

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
両
立
す
る

工
夫
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

　

  （
総
務
課
長
） 

相
談
専
用

ブ
ー
ス
の
設
置
は
検
討
し
て

い
な
い
が
、
職
員
が
配
慮
す

る
よ
う
心
掛
け
て
い
く
。
予

約
制
や
デ
ジ
タ
ル
案
内
の
導

入
は
今
後
調
査
・
研
究
し
、

利
便
性
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

両
立
に
努
め
て
い
く
。

　
　

窓
口
対
応
に
関
す
る
住

民
の
満
足
度
や
意
見
を
定
期

的
に
収
集
し
、
改
善
に
生
か

す
仕
組
み
を
作
る
考
え
は
。

　  （
総
務
課
長
） 

定
期
的
な

ア
ン
ケ
ー
ト
は
未
実
施
だ

が
、
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
窓

口
で
の
声
を
も
と
に
、
改
善

が
必
要
な
点
に
は
、
適
宜
対

応
し
て
い
る
。

問

問問 答答

答

問

問

問

答

答

答
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紙
の
保
険
証
の
有
効
性
の
周
知
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
知
す
べ
き
も
の
で
は
な
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
問

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
ト
ラ
ブ

ル
が
多
い
た
め
、
国
は
紙
の

保
険
証
も
使
え
る
よ
う
通
知

を
出
し
て
い
る
。
周
知
の
状

況
は
。

　
ま
た
、
国
保
税
滞
納
者
の

対
応
は
。

　
　

マ
イ
ナ
保
険
証
に
登
録

し
て
い
な
い
住
民
に
対
し
、

資
格
確
認
書
が
発
行
さ
れ
て

い
る
。
国
で
は
、
暫
定
的
な

対
応
と
し
て
、
患
者
が
不
利

益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
紙
の
保
険
証
で
も
従
来

と
同
じ
扱
い
を
す
る
よ
う
に

通
知
を
出
し
て
い
る
。
町
内

の
周
知
の
状
況
は
。

　
  （

住
民
課
長
） 

町
か
ら
は

有
効
期
限
切
れ
の
保
険
証
で

あ
っ
て
も
使
用
可
能
な
ど
と

広
く
周
知
す
る
べ
き
も
の
で

資格確認書でも受診できます

質問者の動画が
見られます

吉
よ し か わ

川 清
き よ り

里

は
な
い
と
考
え
て
い
る
た

め
、周
知
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　

町
内
の
医
療
機
関
を
紙

の
保
険
証
で
受
診
し
た
町
民

が
、
会
計
時
に
10
割
負
担
を

求
め
ら
れ
た
事
例
が
あ
る
。

医
療
機
関
か
ら
、
町
や
国
に

ト
ラ
ブ
ル
を
報
告
す
る
仕
組

み
は
あ
る
の
か
。

　

  （
住
民
課
長
） 

現
状
、
保

険
医
療
機
関
等
か
ら
国
あ
る

い
は
自
治
体
に
対
し
て
報
告

す
る
仕
組
み
は
な
い
。

問　

国
保
税
を
滞
納
す
る

と
、
以
前
は
短
期
保
険
証
や

10
割
負
担
の
資
格
証
明
書
で

対
応
し
て
い
た
が
、
マ
イ
ナ

保
険
証
に
な
っ
て
か
ら
の
対

応
は
。　
　

　

  （
税
務
課
長
） 
マ
イ
ナ
保

険
証
で
受
診
し
た
場
合
で

も
、
情
報
連
携
に
よ
り
医
療

機
関
で
は
10
割
負
担
の
該
当

者
で
あ
る
こ
と
が
判
断
で
き

る
た
め
、
特
別
療
養
費
の
支

給
は
こ
れ
ま
で
の
制
度
と
大

き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
　

10
割
負
担
の
世
帯
で
も
、

自
己
負
担
が
困
難
で
あ
れ
ば

３
割
負
担
に
で
き
る
が
、
町

の
対
応
は
。

　

  （
税
務
課
長
） 

納
税
相
談

に
よ
り
特
別
の
事
情
等
を
確

認
し
た
場
合
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
自
己
負
担
を
10
割

か
ら
通
常
の
３
割
と
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

問

問

問

答答

答 議
会
で
の
答
弁
に
違
い
は　
　
　
　
　
　

　
　
近
隣
市
町
で
は
、
議
員

へ
の
答
弁
を
会
派
に
よ
り
変

え
る
と
い
う
議
会
対
応
の
勉

強
会
が
行
わ
れ
て
い
た
。
町

で
は
ど
う
か
。

　

  （
総
務
課
長
） 

議
会
対
応

に
つ
い
て
特
別
に
職
員
研
修

を
行
っ
た
こ
と
は
な
く
、
特

定
の
議
員
に
対
し
、
答
弁
の

対
応
が
異
な
る
実
態
は
な

い
。

　
　

議
員
の
会
派
や
所
属
政

党
に
よ
っ
て
答
弁
の
対
応
を

変
え
る
の
は
公
務
員
法
に
違

反
し
、
民
主
主
義
に
も
違
反

す
る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

　

  （
町
長
） 

他
市
町
の
行
っ

た
議
会
の
対
応
に
つ
い
て
、

答
え
る
立
場
に
な
い
が
、
議

会
に
対
し
て
は
、
ル
ー
ル
に

の
っ
と
っ
た
適
切
で
誠
実
な

対
応
を
心
が
け
て
い
る
。

問

問問

答

答答
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スターターキットで
飼い主も避難者も困らないように

防
災
井
戸
登
録
制
度
の
進
捗
は

ウ
ェ
ブ
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
位
置
を
反
映

答
問

　
災
害
井
戸
登
録
制
度
、
災

害
時
の
ペ
ッ
ト
と
同
行
避
難
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
バ
ル
ク
等
、

ま
た
、
糖
尿
病
の
重
症
化
予

防
に
お
け
る
医
科
歯
科
連
携

に
対
す
る
町
の
考
え
を
問
う
。

　
　

災
害
時
の
防
災
井
戸
登

録
制
度
の
進
捗
状
況
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

昨

年
の
新
宿
区
内
の
事
業
所
と

の
協
定
締
結
後
、
新
た
に
玉

川
、
伏
見
、
長
沢
、
堂
庭
の

４
事
業
所
と
協
定
を
締
結
し
、

合
計
で
５
地
区
５
事
業
所
と

防
災
井
戸
の
協
定
締
結
を

行
っ
た
。
８
年
度
に
作
成
す

る
ウ
ェ
ブ
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
防
災
井
戸
の
位
置
情
報

を
反
映
し
、
災
害
情
報
の
提

供
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
と
の

同
行
避
難
の
対
応
方
針
は
。

飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
の
た
め
の

ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト（
注
１
）

を
避
難
所
に
設
置
す
る
意
向

は
。

　
  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

災

害
時
の
ペ
ッ
ト
を
伴
っ
た
避

難
行
動
な
ど
、
防
災
対
策
を

飼
い
主
に
向
け
て
事
前
に
周

知
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。
防
災
訓
練
等
の
機
会

を
捉
え
、
避
難
に
必
要
な
資

材
や
ペ
ッ
ト
の
し
つ
け
の

個
別
相
談
な
ど
を
実
施
し
、

ペ
ッ
ト
の
た
め
の
備
え
の
啓

発
を
行
っ
て
い
る
。

　
会
場
型
総
合
防
災
訓
練
に

合
わ
せ
、
ペ
ッ
ト
同
行
避
難

の
ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト
を
す

べ
て
の
避
難
所
に
設
置
す
る

と
も
に
、目
的
、使
用
方
法
の

説
明
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

質問者の動画が
見られます

一 般 質 問

海
う ん の

野 豊
と よ ひ こ

彦

糖
尿
病
重
症
化
を
防
ぐ
連
携
は

　
　

糖
尿
病
の
重
症
化
を
防

ぐ
た
め
、
医
科
歯
科
連
携
の

課
題
等
に
町
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

糖

尿
病
と
腎
臓
病
は
密
接
な
関

係
が
あ
り
、
糖
尿
病
患
者
は

腎
臓
病
を
発
症
す
る
リ
ス
ク

が
非
常
に
高
い
こ
と
か
ら
、

７
年
度
か
ら
お
薬
手
帳
に
貼

答

答

問

問

　
　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
バ
ル
ク

等
導
入
は
。

　

  （
町
長
） 

設
置
に
向
け
て

有
利
な
財
源
と
な
る
国
の
補

助
金
の
申
請
者
要
件
は
、
認

可
地
縁
団
体
（
注
２
）
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め

に
必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て
、

情
報
提
供
す
る
な
ど
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

（
注
１
）ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト
…

避
難
所
に
最
初
に
参
集
し
た

人
た
ち
が
ペ
ッ
ト
の
同
行
避

難
が
あ
っ
た
と
き
に
受
入
れ

体
制
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
指

示
書
や
物
資
等
を
ま
と
め
た

も
の
。

（
注
２
）
認
可
地
縁
団
体
…

自
治
会
、
町
内
会
な
ど
、
地

域
に
住
む
住
民
の
地
縁
（
地

域
の
つ
な
が
り
）
に
基
づ
い

て
つ
く
ら
れ
た
団
体
が
、
市

町
村
長
の
認
可
を
受
け
て
法

人
格
を
得
た
も
の
。

る
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

シ
ー
ル
を
導
入
し
、
患
者
の

情
報
が
共
有
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
糖
尿
病
の
重
症
化
予

防
に
は
、医
師
、歯
科
医
師
、

薬
剤
師
が
連
携
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た

め
、
今
後
も
町
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
医
科
歯

科
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

答 問

答 問
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孤
立
死
の
対
応
策
は

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
支
援

答
問

　
昨
年
度
、
町
内
で
は
孤
立

死
が
４
件
発
生
し
て
い
る
。

４
月
１
日
現
在
で
、
独
居
高

齢
者
世
帯
は
２
４
０
７
世
帯

と
な
っ
た
。
孤
立
死
防
止
の

観
点
か
ら
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
制
度
を
取
り
上
げ
る
。

　
　

昨
年
度
、
町
で
４
件
の

孤
立
死
が
確
認
さ
れ
た
が
、

背
景
や
傾
向
の
分
析
、
今
後

の
対
応
策
は
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

孤
立

死
は
、
離
婚
や
死
別
に
よ
り

独
居
と
な
る
場
合
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
な
ど

社
会
的
孤
立
が
大
き
な
要
因

と
言
わ
れ
て
い
る
。
対
策
と

し
て
、
町
で
は
単
身
高
齢
者

等
の
見
守
り
配
食
サ
ー
ビ
ス

や
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設

置
等
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
高
齢
者
訪
問
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

支
援
に
努
め
て
い
く
。

　
　
町
は
、
孤
立
死
防
止
の

観
点
か
ら
、
見
守
り
機
能
の

強
化
や
住
宅
確
保
要
配
慮
者

（
注
１
）
へ
接
続
支
援
な
ど
、

居
住
支
援
法
人
（
注
２
）
と

の
役
割
分
担
や
連
携
体
制
を

構
築
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

居
住

支
援
法
人
と
の
役
割
分
担
や

連
携
体
制
の
構
築
に
向
け
国

の
動
向
を
注
視
し
、
先
進
事

例
を
調
査
・
研
究
す
る
。

松
ま つ う ら

浦 俊
しゅんすけ

介

　
　

町
と
し
て
も
町
営
住
宅

入
居
希
望
者
等
へ
積
極
的
な

情
報
発
信
に
加
え
、
町
内
で

ア
パ
ー
ト
経
営
等
を
さ
れ
て

い
る
賃
貸
住
宅
の
オ
ー
ナ
ー

の
方
へ
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

住
宅（
注
３
）へ
の
登
録
に
つ

い
て
周
知
す
べ
き
で
は
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

町
営

住
宅
の
入
居
希
望
者
や
福
祉

関
係
の
相
談
者
に
対
し
、
必

要
に
応
じ
て
住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
を
案
内

し
、
賃
貸
住
宅
の
所
有
者
等

に
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

住
宅
の
登
録
が
促
進
さ
れ
る

よ
う
情
報
提
供
を
図
る
。

（
注
１
）住
宅
確
保
要
配
慮
者
…

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
育

て
世
帯
、
低
額
所
得
者
、
被

災
者
な
ど
。

（
注
２
）居
住
支
援
法
人
…

住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
民
間

賃
貸
住
宅
へ
の
円
滑
な
入
居

の
促
進
を
図
る
た
め
、
住
宅

確
保
要
配
慮
者
に
対
し
、
家

賃
債
務
保
証
の
提
供
、
賃
貸

住
宅
へ
の
入
居
に
係
る
住
宅

情
報
の
提
供
・
相
談
、
見
守

り
な
ど
の
生
活
支
援
等
を
行

う
法
人
と
し
て
都
道
府
県
が

指
定
す
る
。

（
注
３
）セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

住
宅（
住
宅
確
保
要
配
慮
者

円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
）
…
住

宅
確
保
要
配
慮
者
の
入
居
を

拒
ま
な
い
賃
貸
住
宅
と
し
て

県
や
政
令
市
の
登
録
を
受
け

た
住
宅
。

もしものときに命を守る
緊急通報システム

質問者の動画が
見られます

答 問

答

答

問

問
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通
電
火
災
へ
の
備
え
の
強
化
は

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
を
推
進

答
問

　
大
規
模
災
害
対
策
に
は
、

自
助
、
共
助
、
公
助
の
備
え

の
強
化
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
町
の
取
組
や
考
え

を
問
う
。

　
ま
た
、
町
有
財
産
の
活
用

に
よ
る
歳
入
の
確
保
を
問
う
。

　
　
非
常
時
に
お
け
る
職
員

の
参
集
体
制
強
化
の
取
組
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

本

年
度
の
非
常
動
員
訓
練
は
、よ

り
突
発
型
の
参
集
と
し
、
前

年
度
よ
り
職
員
の
参
集
率
が

下
が
る
結
果
と
な
っ
た
。
現

在
、
１
次
参
集
場
所
や
人
員

の
配
置
等
、
実
情
に
応
じ
た

見
直
し
を
行
って
お
り
、
来
年

度
か
ら
新
た
な
組
織
体
制
を

構
築
し
、
運
用
し
て
い
く
。

　
　

災
害
協
定
に
基
づ
く
訓

練
を
実
施
す
る
考
え
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

協

定
先
の
自
治
体
と
合
同
で
訓

練
す
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ

る
。
伝
達
訓
練
や
派
遣
職
員

の
受
入
訓
練
な
ど
の
実
施
に

向
け
、
協
議
を
行
う
。

　
　

小
中
学
校
の
防
災
教
育

の
実
施
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

本
年

度
、
南
中
学
校
で
は
自
衛
隊

静
岡
地
方
協
力
本
部
か
ら
講

師
を
招
き
、
簡
易
担
架
作
り

や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の
体
験
を

行
っ
た
。
ま
た
、
清
水
小
学

校
で
は
、
自
衛
隊
の
方
々
と

と
も
に
炊
き
出
し
体
験
等
を

行
っ
た
。

　
　

消
防
団
・
自
主
防
災
会

な
ど
の
ほ
か
、
地
元
企
業
と

協
働
し
、
地
域
防
災
力
を
強

化
す
る
考
え
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

地

元
企
業
と
の
連
携
は
、
マ
ン

パ
ワ
ー
の
強
化
や
一
時
的
な

避
難
所
の
確
保
な
ど
の
観
点

か
ら
有
意
義
と
考
え
る
。
地

域
の
企
業
の
力
の
活
用
法
を

検
討
し
た
い
。

　
　

大
規
模
災
害
に
お
け
る

避
難
所
へ
の
避
難
者
数
の
予

測
は
。

　  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

想

定
最
大
避
難
者
数
は
、
５
２

２
7
人
で
あ
る
。

　
　

在
宅
避
難
等
の
自
助
の

備
え
に
対
し
て
強
化
の
取
組

は
。

　  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

町

民
の
皆
様
に
は
、
７
日
分
の

備
蓄
を
推
奨
し
て
い
る
。
引

き
続
き
自
助
の
備
え
の
強
化

に
向
け
た
普
及
啓
発
を
図
る
。

飯
い い だ

田 安
や す お

雄

地震後の火災を防ぐ感震ブレーカー

質問者の動画が
見られます

一 般 質 問

町
の
未
利
用
地
の
活
用
は

問　
売
払
い
や
貸
付
な
ど
が

可
能
な
土
地
は
ど
の
く
ら
い

か
。

　  （
会
計
課
長
） 

現
在
、
貸

付
け
し
て
い
る
土
地
と
未
利

用
地
を
合
わ
せ
、
６
７
２
２

平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

問　
歳
入
財
源
確
保
に
向
け

た
未
利
用
地
の
活
用
の
方
針

は
。

　  （
副
町
長
） 

売
却
が
見
込

ま
れ
る
土
地
は
、
売
却
に
向

け
準
備
を
進
め
た
い
。

　
　
２
次
災
害
の
う
ち
、
通

電
火
災
へ
の
備
え
の
強
化
は
。
　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
補
助
額
が

有
利
な
本
年
度
中
の
設
置
を

勧
め
、
広
報
啓
発
を
行
う
。

問

問問問

答

答

答

答

答

問

問

問 答答

答

答

問

問
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中
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
を
半
額
に　
　
　

財
政
的
に
許
す
の
で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
問

　
小
学
校
給
食
費
の
無
償
化

が
さ
れ
た
場
合
、
中
学
校
給

食
費
の
保
護
者
負
担
を
半
額

に
す
べ
き
。
ま
た
給
食
回
数

を
増
や
す
べ
き
と
提
案
す
る
。

　
湧
水
ま
つ
り
の
開
催
時
間

の
変
更
を
提
案
す
る
。

　
　

本
年
２
月
の
国
会
に
お

け
る
首
相
の
発
言
に
よ
り
、

令
和
８
年
度
か
ら
小
学
校
給

食
費
の
無
償
化
が
実
施
さ
れ

る
見
込
み
で
あ
る
が
、
中
学

校
給
食
費
の
対
応
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

仮
に

小
学
校
の
無
償
化
が
さ
れ
て

も
、
今
後
厳
し
い
財
政
状
況

が
見
込
ま
れ
る
中
、
経
常
的

に
多
額
の
財
政
負
担
を
伴
う

た
め
、
中
学
校
給
食
費
の
無

償
化
は
現
時
点
で
は
難
し
い
。

　
　

首
相
は
、
中
学
校
給
食

費
の
無
償
化
も
で
き
る
限
り

速
や
か
に
実
施
す
る
と
発
言

し
て
お
り
、
令
和
９
年
度
か

ら
実
施
も
見
込
ま
れ
る
。
そ

う
な
れ
ば
、
経
常
的
な
多
額

の
財
政
負
担
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
小
学
校
の
無
償
化

に
よ
り
、
現
在
の
一
律
補
助

の
２
３
５
０
万
円
余
を
活
用

し
、
無
償
化
は
で
き
な
く
て

も
中
学
校
給
食
費
の
保
護
者

負
担
を
半
額
に
で
き
る
の
で

は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

現
状

の
軽
減
を
維
持
で
き
る
よ
う

財
源
確
保
に
努
め
、
当
面
の

間
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
公
費

負
担
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

令
和
８
年
度
か
ら
小
学

校
の
給
食
費
が
無
償
化
と

な
っ
た
場
合
、
令
和
８
年
度

の
中
学
校
給
食
費
の
保
護
者

負
担
を
半
額
に
す
る
と
い
う

決
断
を
町
長
は
で
き
な
い
か
。

湧
水
ま
つ
り
の

時
間
変
更
は

野
の だ

田 俊
と し ひ こ

彦

問問 答

質問者の動画が
見られます　

成長期を支える給食、保護者負担の軽減を

　

  （
町
長
） 

給
食
費
の
無
償

化
は
公
約
の
一
つ
に
掲
げ
て

お
り
、
財
政
的
に
許
す
の
で

あ
れ
ば
実
施
し
た
い
事
業
で

あ
る
。
首
相
の
発
言
は
あ
っ

た
も
の
の
、
国
の
方
針
が
明

ら
か
で
な
い
中
、
今
後
さ
ら

に
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、

物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
軽
減

策
の
一
つ
と
し
て
受
け
止

め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
町
の
学
校
給
食
の
提
供

回
数
は
１
８
０
日
と
な
っ
て

い
る
が
、
昼
食
を
必
要
と
す

る
通
学
日
数
は
、
１
８
８
日

か
ら
１
９
６
日
あ
り
、
弁
当

が
必
要
な
日
が
８
日
か
ら
１

６
日
あ
る
。

　
給
食
の
提
供
回
数
を
増
や

し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
も

あ
り
、
提
供
回
数
を
増
や
す

べ
き
で
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

授
業

日
数
や
教
育
課
程
の
検
討
を

行
っ
て
お
り
、
給
食
や
弁
当

の
回
数
も
変
動
す
る
と
思
わ

れ
る
。
学
校
給
食
委
員
会
等

の
意
見
や
調
理
業
務
の
委
託

業
者
と
協
議
を
行
い
、
検
討

す
る
。

　
　

近
年
の
猛
暑
の
中
で
、

ス
タ
ッ
フ
や
来
場
者
の
健
康

面
等
を
考
慮
し
、
開
催
時
間

を
変
更
す
べ
き
で
は
。

　

  （
産
業
観
光
課
長
） 

湧
水

ま
つ
り
実
行
委
員
会
に
対
し
、

開
催
時
間
の
変
更
等
、
さ
ら

な
る
猛
暑
対
策
の
検
討
を
提

案
し
て
い
く
。

問答

答

答答

問

問
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が
ん
検
診
受
診
率
向
上
対
策
は

受
診
し
や
す
い
環
境
・
体
制
づ
く
り
に
努
め
る

答
問

　
第
５
次
健
康
増
進
計
画
の

策
定
に
あ
た
り
、
第
４
次
健

康
増
進
計
画
の
基
本
目
標
の

状
況
と
評
価
、
が
ん
検
診
等

の
受
診
率
向
上
の
施
策
を
問

う
。

　
　
第
４
次
健
康
増
進
計
画

の
基
本
目
標
１
「
生
活
習
慣

の
改
善
」の
状
況
と
評
価
は
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

食

育
講
座
、
ま
ち
歩
き
ア
プ
リ

の
導
入
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
、
幼
児
フ
ッ
化
物
洗

口
事
業
な
ど
を
行
っ
た
。
町

民
の
健
康
へ
の
関
心
を
高
め
、

行
動
変
容
を
促
す
き
っ
か
け

を
提
供
で
き
た
。

　
　
基
本
目
標
２
「
生
活
習

慣
病
の
発
病
予
防
及
び
重
症

化
予
防
の
推
進
」
の
状
況
と

評
価
は
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

各

種
健
（
検
）
診
の
受
診
環
境

の
充
実
や
勧
奨
に
加
え
、
特

定
保
健
指
導
や
生
活
習
慣
病

予
防
教
室
を
開
催
し
た
。
情

報
発
信
や
啓
発
を
行
う
と
と

も
に
、
町
民
の
健
康
づ
く
り

の
支
援
が
で
き
た
。

　
　

基
本
目
標
３
「
次
代
を

担
う
世
代
の
健
康
と
高
齢
者

の
生
活
機
能
の
向
上
」
の
状

況
と
評
価
は
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 
マ

タ
ニ
テ
ィ
教
室
や
乳
幼
児
等

健
康
診
査
な
ど
を
実
施
し
、切

れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
介
護
予
防
教
室
や

運
動
グ
ル
ー
プ
の
育
成
な
ど

も
行
い
、
多
く
の
町
民
の
健

康
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
　

基
本
目
標
４
「
健
康
を

支
え
る
た
め
の
社
会
環
境
の

整
備
」
の
状
況
と
評
価
は
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

地

域
全
体
で
支
え
な
が
ら
健
康

づ
く
り
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

地
区
公
民
館
を
会
場
に
運
動

グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
民
間
と
連
携
し
、

運
動
に
関
す
る
相
談
窓
口
で

あ
る
健
幸
ス
ポ
ー
ツ
の
駅
の

設
置
や
健
康
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

の
養
成
等
を
行
っ
た
。
若
い

世
代
の
健
康
意
欲
を
高
め
る

た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
情
報

発
信
を
行
い
、
地
域
で
健
康

を
支
え
る
環
境
の
整
備
を
進

め
た
。

問答

寺
て ら し ま

島 俊
と し ろ う

郎

　
　
第
５
次
健
康
増
進
計
画

に
お
け
る
が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
の
た
め
の
対
策
は
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

各

種
団
体
に
受
診
勧
奨
の
協
力

の
依
頼
や
勉
強
会
を
開
催
す

る
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用

し
た
啓
発
活
動
の
充
実
を
図

る
。
特
定
健
診
と
が
ん
検
診

を
同
時
に
行
う
な
ど
、
健
診

を
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
ほ
か
、
町
内
の
大

規
模
事
業
所
で
は
、
事
業
所

内
で
が
ん
検
診
を
受
診
で
き

る
よ
う
体
制
づ
く
り
に
努
め

る
。

質問者の動画が
見られます

一 般 質 問

　
　
第
５
次
健
康
増
進
計
画

に
お
け
る
若
者
か
ら
高
齢
者

ま
で
生
涯
を
通
じ
た
歯
科
口

腔
健
診
の
受
診
推
進
の
対
策

は
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

若

い
世
代
に
は
、
歯
科
口
腔
健

診
の
重
要
性
や
メ
リ
ッ
ト
を

伝
え
、
意
識
改
革
を
促
す
こ

と
に
努
め
て
い
る
。
高
齢
者

に
は
、
口
腔
機
能
の
低
下
に

自
覚
症
状
の
あ
る
方
へ
受
診

勧
奨
を
実
施
し
、
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
の
リ
ス
ク
の
あ
る

方
に
は
、
歯
科
衛
生
士
、
管

理
栄
養
士
、
保
健
師
に
よ
る

健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。

問答

問問 答答

問

問

答

答
健康な未来のために備えを
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三重県から清水町へ

傍  聴  方  法

店舗型ふるさと納税
　９月29日に三重県三重郡議会議長会の皆
様が、町の店舗型ふるさと納税の取組を視
察するため、訪問されました。
　この制度は、町内の店舗で商品を選びな
がら寄附ができ、地域の魅力を現地で体験
できるものです。また、特産品がない地域
にも地域のファンをつくることができる新
しいふるさと納税のかたちです。
　当日は、制度の背景や運用方法の説明を
中心に活発な意見交換を交わしながら、町
ならではの顔の見える納税の魅力を共有し
ました。

■本会議の受付所　役場５階　傍聴席入口前
①受付にて、傍聴券に氏名等を記入。
②傍聴券を受け取り入場。

入退場自由／ 27席

■役場 1階住民ホールでも視聴できます。

次回定例会は、11月 28日
午前９時開会予定です。

定例会初日の約 1週間前に会期の予定、議案等を
ホームページに掲載します。

視察を受入れ

最新の議会日程は
こちら

議会を傍聴してみませんか

国
際
交
流
員
等
の
活
用
予
定
は

時
機
を
見
て
検
討
す
る

答
問

　
町
の
外
国
人
人
口
は
増
加

傾
向
で
あ
り
、
８
月
１
日
時

点
で
約
１
５
０
０
人
と
な
っ

て
い
る
。
生
活
者
、
地
域
住

民
と
し
て
受
け
入
れ
、
共
生

す
る
体
制
を
強
化
し
て
い
く

た
め
の
取
組
を
伺
う
。

　
　

全
国
知
事
会
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

に
鈴
木
県
知
事
が
就
任
し
、

外
国
人
の
受
入
れ
と
多
文
化

共
生
社
会
実
現
に
向
け
た
提

言
を
し
た
が
、
町
は
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
か
。

　

  （
産
業
観
光
課
長
） 

多
文

化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、

全
国
知
事
会
か
ら
国
へ
支
援

策
等
を
要
請
す
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

災
害
級
の
猛
暑
へ
対
応
は　
　
　
　
　
　

　
　

こ
の
夏
の
新
た
な
熱
中

症
対
策
の
取
組
や
来
年
に
向

け
て
課
題
は
。

　  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

ま

ほ
ろ
ば
館
入
口
の
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
を
利
用
し
、
動
画

に
よ
る
熱
中
症
予
防
の
啓
発
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
出
前
講
座
に
よ

る
熱
中
症
対
策
の
情
報
発
信

な
ど
を
行
っ
た
。
来
年
度
は
、

高
齢
者
に
特
化
し
た
啓
発
活

動
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

　
　

高
齢
者
世
帯
と
障
害
者

世
帯
に
対
し
て
エ
ア
コ
ン
購

入
費
用
の
補
助
が
で
き
な
い

か
。

　  （
福
祉
介
護
課
長
） 

町
の

財
政
状
況
を
見
極
め
た
中
で
、

近
隣
市
町
の
動
向
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
先
進
事
例
を

調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　

猛
暑
へ
の
対
応
は
重
要

な
行
政
課
題
で
あ
り
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
編
成
な

ど
他
部
局
と
連
携
し
た
対
策

を
取
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
が
、
町
の
考
え
は
。

　  （
副
町
長
） 

そ
れ
ぞ
れ
の

所
管
課
が
責
任
を
持
っ
て
対

策
を
行
い
、
随
時
必
要
に
応

じ
て
連
携
を
図
る
こ
と
で
熱

中
症
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

森
も り の

野 夏
か ほ

歩

質問者の動画が
見られます　

国際交流イベントを通じて広がる多文化の輪
（共催したオータムフェスティバル）

　
　

町
の
多
文
化
共
生
の
課

題
と
解
決
に
向
け
て
支
援
や

対
応
策
は
。

　  （
産
業
観
光
課
長
） 

異
文

化
の
相
互
理
解
を
図
る
た
め

の
国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
の
開

催
、
外
国
人
向
け
相
談
窓
口

の
開
設
、
日
本
語
教
室
の
開

設
な
ど
が
あ
る
。

　
ま
た
、
ご
み
の
分
別
と
出

し
方
は
、
英
語
を
含
む
６
言

語
に
対
応
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
教
育
面
で
は
、

西
幼
稚
園
に
教
育
指
導
員
を

配
置
し
、
西
小
学
校
や
清
水

中
学
校
に
外
国
籍
児
童
生
徒

学
校
等
生
活
支
援
員
を
派
遣

す
る
な
ど
、
支
援
を
し
て
い

る
。

　
　

国
際
交
流
員
や
多
文
化

共
生
に
関
わ
る
人
材
を
Ｊ
Ｅ

Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
制
度
を
活
用
し

て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

　  （
産
業
観
光
課
長
） 

国
の

動
向
、
近
隣
市
町
と
の
連
携
、

町
の
財
政
状
況
な
ど
を
勘
案

し
つ
つ
、
時
機
を
見
て
検
討

し
て
い
く
。

答

答答

答答

問

問

問

問

問

問

答



三重県から清水町へ

傍  聴  方  法

店舗型ふるさと納税
　９月29日に三重県三重郡議会議長会の皆
様が、町の店舗型ふるさと納税の取組を視
察するため、訪問されました。
　この制度は、町内の店舗で商品を選びな
がら寄附ができ、地域の魅力を現地で体験
できるものです。また、特産品がない地域
にも地域のファンをつくることができる新
しいふるさと納税のかたちです。
　当日は、制度の背景や運用方法の説明を
中心に活発な意見交換を交わしながら、町
ならではの顔の見える納税の魅力を共有し
ました。

■本会議の受付所　役場５階　傍聴席入口前
①受付にて、傍聴券に氏名等を記入。
②傍聴券を受け取り入場。

入退場自由／ 27席

■役場 1階住民ホールでも視聴できます。

次回定例会は、11月 28日
午前９時開会予定です。

定例会初日の約 1週間前に会期の予定、議案等を
ホームページに掲載します。

視察を受入れ

最新の議会日程は
こちら

議会を傍聴してみませんか

17 清水町議会だより　2025年 10月30日



その 5
そこが知りたい！
議会の

政
務
活
動
費
っ
て
、何
だ
ろ
う
？

　
　 

政
務
活
動
費
っ
て
何
？

　
　 
議
員
報
酬
と
は
別
に
、

議
員
の
調
査
研
究
に
役
立
て

る
た
め
、
研
修
費
、
調
査
費
、

資
料
作
成
費
な
ど
、
必
要
な

費
用
の
一
部
と
し
て
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　
　
政
務
活
動
費
は
、
ど
の

く
ら
い
使
え
る
？

　
　
県
や
市
町
村
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

　
清
水
町
の
場
合
は
、「
清

水
町
議
会
政
務
活
動
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例
」
で
、
会

派
に
、
１
人
当
た
り
年
額
15

万
円
を
支
給
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

QQ AA

　
　 

会
派
っ
て
？

　
　 

町
議
会
の
中
で
、
考

え
方
や
目
標
が
近
い
議
員
同

士
の
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
。

　
清
水
町
の
場
合
は
、
１
人

で
も
会
派
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
　 
何
に
で
も
使
う
こ
と

が
で
き
る
？

　
　 

下
の
表
の
と
お
り
に
、

使
う
こ
と
が
で
き
る
項
目
が

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
選
挙
や
自
分
の
た
め
に
は

使
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

QQ AA

会派が行う町の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関す
る経費
会派が研修会を開催するために必要な経費、 団体等が開催する研修会の参
加に要する経費
会派が行う活動、町政について住民に報告するために要する経費
会派が行う住民からの町政及び会派の活動に対する要望、意見の聴取、住
民相談等の活動に要する経費

会派が要請、 陳情活動を行うために必要な経費

会派が行う各種会議、 団体等が開催する意見交換会等各種会議への会派と
しての参加に要する経費
会派が行う活動に必要な資料の作成に要する経費
会派が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費
会派が行う活動を補助する職員を雇用する経費
会派が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要する経費

調 査 研 究 費

研 修 費

広 報 費

広 聴 費

要 請・陳 情
活 動 費

会 議 費

資 料 作 成 費
資 料 購 入 費
人 件 費
事 務 所 費

選 挙 活 動
政 党 活 動
私 的 な 支 出

政務活動に充てることができる経費

政務活動に充てることができない経費

項  目 内   容

ポスター、ビラ、 後援会活動など
政党の会合、 党費など
飲食、旅行、贈り物など

18清水町議会だより　2025年 10月30日

令和６年度　政務活動費収支状況一覧表

吉川清里
森野夏歩
松浦俊介
佐野俊光
向笠達也
野田敏彦
大濱博史
飯田安雄
田代　稔
寺島俊郎
松下尚美
花堂晴美
海野豊彦

300,000

600,000

600,000

450,000

300,000

570,555

570,055

358,884

91,280

455,607

455,007

308,774

440

99,906

62,955

37,730

208,280

10,048

47,261

12,380

0

4,994

4,832

0

0

29,445

29,945

91,116

日本共産党
議員団

新生会

会派名 会派
構成

会派への
交付額
（Ａ）

会派での
支出額
（Ｂ）

町への
返還額
（Ａ－Ｂ）

内　　   訳

（単位：円）

調査研究
・研修費

資料作成
・購入費 広報費 事務所費

絆の会

湧創フォー
ラム

議会ホームページで
公開しています

政務活動費を公開します
令和６年度

どんな活動に使った？ 

子供たちの居場所を考える。
石川県かほく市の教育支援センター 「すまいる」
で学習支援・相談、集団活動・居場所の提供など
を行っている現場を視察。（絆の会）

雄大な自然を生かして高校生を対象に写真甲子園を開催し、 写真を
通じたまちづくりで観光客減少の課題に取り組む北海道東川町を
視察。（湧創フォーラム ・ 新生会）



令和６年度　政務活動費収支状況一覧表

吉川清里
森野夏歩
松浦俊介
佐野俊光
向笠達也
野田敏彦
大濱博史
飯田安雄
田代　稔
寺島俊郎
松下尚美
花堂晴美
海野豊彦

300,000

600,000

600,000

450,000

300,000

570,555

570,055

358,884

91,280

455,607

455,007

308,774

440

99,906

62,955

37,730

208,280

10,048

47,261

12,380

0

4,994

4,832

0

0

29,445

29,945

91,116

日本共産党
議員団

新生会

会派名 会派
構成

会派への
交付額
（Ａ）

会派での
支出額
（Ｂ）

町への
返還額
（Ａ－Ｂ）

内　　   訳

（単位：円）

調査研究
・研修費

資料作成
・購入費 広報費 事務所費

絆の会

湧創フォー
ラム

議会ホームページで
公開しています

政務活動費を公開します
令和６年度

どんな活動に使った？ 

子供たちの居場所を考える。
石川県かほく市の教育支援センター 「すまいる」
で学習支援・相談、集団活動・居場所の提供など
を行っている現場を視察。（絆の会）

雄大な自然を生かして高校生を対象に写真甲子園を開催し、 写真を
通じたまちづくりで観光客減少の課題に取り組む北海道東川町を
視察。（湧創フォーラム ・ 新生会）
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今
定
例
会
で
は
、
令
和
６

年
度
決
算
や
令
和
７
年
度
補

正
予
算
、
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
久
し
ぶ
り
に
掲
載

と
な
っ
た「
議
会
の
し
く
み
」

で
は
、
政
務
活
動
費
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
議
員
が
ど
の

よ
う
な
活
動
に
交
付
金
を

使
っ
て
い
る
の
か
、
ル
ー
ル

な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
。
議

員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
「
こ

ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に

注
目
。
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
の
力
強
さ
と
創
造
力
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

  （
松
下
）

発
行
・
編
集
責
任
者

議　
長　
佐
野　
俊
光

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
森
野　
夏
歩

副
委
員
長　
松
下　
尚
美

委　
員　
飯
田　
安
雄

向
笠　
達
也

寺
島　
俊
郎

田
代　
稔

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
万
２
5
０
０
部

製
作
し
、
１
部
当
た
り
の
製
作
費
は
約

32
円
で
す
。

編
集
後
記
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みんなでつくった、楽しい時間

受付は小学校高学年のインリーダーが担当。
笑顔でお出迎え

イベントを支えたインリーダーたち。笑顔が頼もしい

ジュニアリーダーが作った海の仲間たちにみんな夢中

　  

準
備
で
苦
労
し
た
こ
と
や
工

夫
し
た
こ
と
は
。

来
て
く
れ
る
人
が
楽
し
め
る
よ

う
に
、
企
画
を
考
え
る
の
が
一

番
大
変
だ
っ
た
。

ル
ー
ル
・
説
明
書
作
り
が
難
し

か
っ
た
。
イ
ラ
ス
ト
や
漢
字
を

減
ら
し
て
工
夫
し
ま
し
た
。

説
明
を
す
る
の
が
一
番
大
変

だ
っ
た
。
一
緒
に
や
っ
て
く
れ

た
人
と
工
夫
し
な
が
ら
楽
し
ん

だ
。

接
客
が
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、

た
く
さ
ん
の
年
代
の
子
が
来
て

く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

　  

お
祭
り
づ
く
り
で
気
付
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

や
っ
て
み
て
初
め
て
、
準
備
の

大
変
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

多
く
の
人
の
協
力
で
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

地
域
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
が

増
え
た
こ
と
。

子
ど
も
会
の
参
加
が
減
っ
て
い

る
と
聞
き
ま
す
が
、
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
が
も
っ
と
増
え
る
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

　  

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
大
会

清
水
町
全
員
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

仮
装
大
会

清
水
町
大
運
動
会

冬
は
体
を
動
か
し
、
夏
は
水
鉄

砲
を
使
っ
て
水
遊
び

商
業
施
設
と
コ
ラ
ボ
し
た
も
の

      

町
の
人
に
一
言

リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ
の
こ
と
を

知
ら
な
い
人
も
多
い
の
で
、
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も

ら
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
に
来
て
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　 

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

子
供
た
ち
が
自
分
た
ち
で
考
え
、

動
き
、
伝
え
る
力
を
育
ん
で
い
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
町
の
子
供
た
ち
の
や
っ
て
み

た
い
を
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　     

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
松
下
）

　9 月 28 日に地域交流センターで行われた「こどもフェスティ
バル」。準備や運営をがんばっていた中学生のジュニアリーダー
の皆さんにお話を聞きました。準備のこと、工夫したこと、う
れしかったこと、一つ一つの言葉に町への思いがつまっています。

リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ

　
地
域
や
子
ど
も
会
の
奉
仕
活
動
・
体
験

活
動
に
積
極
的
に
参
加
・
貢
献
す
る
青
少

年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
。
町
内
在
住
の
中

学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
が
参
加
し
て
い
る
。

議員がインタビュー


